
ケーススタディ

リミニストリートのサポートに切り替え、保守費用を大幅削減。 
現場の生産性向上に寄与する基盤構築へ。

西松建設の課題

西松建設では、2011年にOracle EBS 12.1.2を導入し、会計モジュール（GL, AP）を中
心に、日本および東南アジアの７カ国でおよそ150ユーザーが活用しています。ユー
ザーニーズに応えるためのカスタマイズを継続的に実施しながら、現在は安定運用を
維持しています。

また、これまでサーバーのリプレースとO Sのバージョンアップは 行 なったものの、
Oracle EBSは導入以降に一度もアップグレードを実施していません。さらに、今後も独
自の機能拡張は行なっていく計画がある一方で、現時点で社内ユーザーのニーズやビ
ジネス上の必要がないS/4 HANAやOracle Cloudなど、クラウドプラットフォームへの
移行も検討していません。

同社が今後重点的に投資していきたいと考えているのは、建設現場の生産性向上に寄
与するシステムであり、それを実現するためのデータ活用基盤の構築が、IT領域におけ
る最大の課題となっています。新しいテクノロジーに対する評価と検討も必要に応じて
適時行っています。

また、製品ベンダーであるOracleによるサポートに関しては、問い合わせ件数は少な
く、障害発生時でも解決に結びつかない回答が相次ぐなど、決して満足のいくサービス
を受けていたとは言えませんでした。加えて、保守料金が毎年上乗せされていくため、コ
スト面でも不満を抱えていましたが、他に検討できる選択肢がなく、現状を受け入れざ
るを得ない状態が長く続いていました。

リミニストリートのソリューション

そうした環境の中で知ったのが第三者保守サポートの存在でした。
第三者保守サポートを検討するきっかけとなったのは、あるイベントでリミニストリートの
講演を聴講したことでした。ERPの保守費用を半分に削減できるという説明を聞いた当
初は、にわかには信じがたいと感じたものの、それが現実のことなら非常に大きな魅力
を持ったサービスだという印象を持ち、すぐに検討を開始しました。
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第三者保守サポートを採用しOracle EBSを安定運用
現場の生産性向上に資するシステムに注力

「ベンダーのサポートに対しては、不満を感じ
ながらも他に選択肢が無いという状況が長く
続いていました。しかし、リミニストリートの保
守サービスに切り替えてからは、問題発生時の
当社のエンジニアの負担が軽くなり、IT部門の
リソースをより生産性を高める取り組みにシフ
トできるようになりました」
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※写真はイメージです。実際の施工例ではありません。



リミニストリートを評価する上で重視したのは、そのサポート内容の具体的な検証と、日本
における事業継続性の可否でした。当時はリミニストリートが日本で事業を開始した直
後だったため、まだ日本での導入企業も少なく、将来性に関しては懸念すべき点もありま
したが、欧米ではすでに多くの有力企業で採用が相次いでいることを知り、大きな安心材
料となりました。

さらに、第三者保守サポートを導入することによるメリットとデメリットや、リミニス
トリートの将 来 的 なサポート履行能力などを含めた想定されるリスク情報を収集し、
検討を重ねた結果、リミニストリートの採用を決定しました。

今では、第三者保守サポートは、日本国内においても、基幹システムを継続的に安定運用
していくという点で既に高く評価できるサービスであると同社では考えています。

サポート切り替えの成果

同社がリミニストリートのサービスを利用して実感したのは、障害発生時のリクエストに
対するレスポンスが非常に早いこと、誠実な対応と解決案を短期間で提示してもらえる
ということでした。

ベンダーサポートと比較すると、コストの優位性もさることながら、サービス品質におい
て格段の違いがあると同社では実感しています。リミニストリートのサポートはあらゆる
面で優れており、初動対応のレスポンスの早さはもちろんのこと、問題解決に対する専任
のサポートエンジニア（PSE）の意識が製品ベンダーよりはるかに高く、常にユーザーと
同じ目線に立って、迅速で丁寧に対応してもらえることに大きな安心感と信頼感を寄せ
ています。

「クラウド環境への移行や、Windows10のDB対応に関する相談など、通常のベンダーの
保守サポートでは対応してもらえないような問合せに対しても、適確なアドバイスを提供
してもらえました。さらに、リミニストリートの第三者保守サポートに切り替えてからは、問
題発生時に当社のエンジニアにかかる負担も軽くなり、IT部門のリソースをより生産性を
高める取り組みにシフトできるようになりました」（西松建設　鈴木岳史 氏）

同社では、リミニストリートの最大の魅力は「スピード感」と「ユーザー目線に立ったサ
ポート」にあると高く評価しており、今後も利用を継続していく考えです。西松建設の今後
のIT戦略の基本にあるのは、基幹業務を担うアプリケーションをひとつのベンダーで固め
るのではなく、現場のニーズや自社の戦略に沿った最適なテクノロジーやサービスを組
み合わせていくという方針です。そして、新しいテクノロジーに関する情報収集を行いな
がら、現場の生産性向上に寄与しつつ投資価値を最大化できる次期基幹システムの構築
に向け、中長期的な検討を着実に進めていく計画です。

*本事例中に記載の肩書きや、固有名詞等は事例公開当時のものであり、現在は変更されている可能性がございます。
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メリット

保守費用の削減：Oracle EBSのサポート費用を年
間50%削減すると同時に、追加費用なしでより広
範囲なサポートが受けられる。

高品質なサポート：西松建設向けにカスタマイズさ
れたシステムを熟知した専任のサポートエンジニア

（PSE）を割り当てることで、顧客の立場に立って、
問題をスピーディに解決。

現場の生産性を向上： 今後数年にわたり安定し
たOracle  EBSを継続利用でき、IT部門は生産
性向上に寄与するシステム開発に注力できる。

「リミニストリートの保守サービスは、ベンダ
ーと比べ、サポート品質において格段の違い
があります。初動対応のレスポンスの早さはも
ちろん、問題解決に対するエンジニアの意識が
非常に高く、常に迅速で丁寧な対応が提供さ
れることに大いに満足しています」
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